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基本方針

　三重県内の市町を取り巻く環境は、急速な少子高齢化や人口流出、景気回復が未だ波及

していないことによる経済の低迷により、市町の財政は厳しい状況にある。しかしながら、

こうした状況下においても市町は、活力にあふれ、住民の安全・安心な暮らしを維持し、

発展していくことが求められている。

　このような中、本協会では、「市町村振興宝くじ」の収益金を活用し、市町の健全な発

展と住民福祉の増進に資するための事業を実施してきたところである。

　公益財団法人として、本年度も所期の目的達成のため、次の事業を積極的かつ効果的に

実施する。

Ⅰ　公益目的事業

　　公益法人として公益の増進及び活力ある社会の実現に資することを目的に実施する事

　業（公益認定法第２条第４号に規定）

１．貸付事業

　　市町等からの申請に基づき三重県市町村振興事業基金交付金（サマージャンボ宝くじ

　収益金）の積立金（以下「市町振興事業基金」という。）の枠内で資金貸付細則に定め

　る事業に対して貸付を行う。 　　

（１）長期貸付　

　　　魅力ある地域づくりのために市町等が行う施設整備事業等一般会計債のうち、地方

　　債の許可又は協議において同意がなされた事業に対して資金を貸し付ける。

　　　　　・貸付予定枠　　1,500,000,000円

貸付期間 据置期間

５年 １年  年3.0％とする｡ただし、貸付日現在の財政融資

10年 ２年  資金貸付利率が3.5％未満の場合は、その利率

15年 ２年  から0.5％を減じた利率を適用する。

20年 ２年 　　　　(下限貸付利率は0.2％）

（２）短期貸付　　　

　　　災害時の緊急事態が発生し、市町が災害関連事業を実施するにあたって必要となる

　　資金を一時借入金として貸し付ける。

　　　　　・貸付予定枠　　2,900,000,000円

　　　　　・貸付期間　　　令和3年度末まで

　　　　　・償還方法　　　元利金一括償還

　　　　　・貸付利率　　　無利子

令和３年度公益財団法人三重県市町村振興協会事業計画

償還方法 利率

半年賦
元金均等償還
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（３）資金貸付審査委員会の開催

　　貸付事業を適正かつ円滑な運営を図るため、資金貸付審査委員会を設置し、資金貸付

　対象事業の適否並びに資金貸付案件の優先順位等に関し審査する。

２．研修事業

　　三重県市町総合事務組合が実施する研修事業に係る支援　

　　市町職員等の資質の向上と能力の開発を図るため、三重県市町総合事務組合が実施す

　る人材育成に係る共同研修事業並びに地域における共通の課題に係る調査及び研究を支

　援する。

　（１） 研修事業　　　　　　

 各階層に求められる役割を自覚するとともに、職務遂行に

 必要な知識、技能を習得し、自治体職員の役割を認識する

 研修

 専門的な技術、ノウハウなど実務能力の向上を図る研修や

 行政課題に関連する特定のテーマについて知識を深め、見

 聞を広める研修

 市町議会議員等を対象とした研修及び行政を取り巻く環境

 の変化や、自治体の財政に関する幅広い知識を習得する研

 修

　 （２） 調査研究事業

　　　市町職員の資質、能力の一層の向上に向けた研修内容のさらなる高度化、充実を目

　　指し、県内外の情報収集にあたるとともに市町研修担当者との研究会を開催し、毎年

　　度の研修計画につなぐための調査研究を行う。　　　　

３．市町村職員中央研修所及び国際文化研修所へ職員を派遣する市町に対する支援

    市町村職員中央研修所及び全国市町村国際文化研修所へ研修生を派遣した市町等の申

　請に基づいて研修受講に係る研修費等を助成する。   

４．情報化推進事業

　　市町においては令和３年９月の「デジタル庁（仮称）」設立にともない、特に①マ

　イナンバーカードの普及、②情報システムの標準化・共通化、③行政手続きのオンラ

　イン化への対応が迫られる。これら共通課題に対する最新情報について、県内市町が

　共通認識を持つことによって円滑に業務を遂行できるよう外部専門家支援事業を実施

　する。

　  また、番号法で求められている法定の安全管理措置研修についても、引き続いて各

  地区ごとに実施する。

５．法制支援事業

　　各自治体で発生した諸問題を解決するため、法律的、専門的な角度から支援を行う

　とともに、法律の制度改正に伴う条例等の適正な整備や運用を図るためのガイダンス

　等を実施する。

科目種別 概　　　　　　要

ステップ研修

パワーアップ研修

特別研修
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（１）弁護士法令照会

　　　法律的解釈を必要とする問題等について弁護士による書面相談等により迅速な助言

　　を行う。

（２）法務事例研修会

　　　自治体における裁判事例等を基に、同様の事例が県内市町で発生しないようにする

　　ため、事例の経緯や判決内容等について弁護士の解説のもとに研修会を行う。

（３）法律改正解説・対応ガイダンスの実施

　　　自治体条例等に影響する法律の制定・改廃について、その情報提供、解説及び相談

　　を実施し、法改正等に対し適正かつ迅速に対応できる体制支援を行う。

（４）行政仲裁・和解あっせん・相談業務の実施

　　　自治体における住民等との紛争が複雑高度化している状況を受け、効率的かつ経済

　　的に解決を図るため、裁判外紛争解決事業を実施する。

６．医師看護師確保対策事業

　　令和元年度から３年度まで、三重大学医学部における地域医療教育の充実及び地域

　医療支援体制の整備にかかる支援として、医学部が確保した人材の県内の地域医療への

　定着を図るなど、医学部の地域貢献の促進を図るため、交付金を交付する。

　　また、三重大学医学生と医学生出身自治体との交流会助成金や地域医療講義での講演、

　三重大学・地域病院関係者・行政関係者による三者会議の開催等、地域医療推進を目的

　とする取り組みを行う。

７．共有デジタル地図支援事業

　　共有デジタル地図整備運営事業は、県内市町の土砂災害防止法、都市計画法等に基づ

　く法定地図やGIS等の業務で利用する基盤地図を統一の仕様により一括整備することに

　よって、県市町間の情報共有の促進、住民サービスの向上、整備費用の縮減を目的に三

　重県と市町の共同事業として実施している。市町に提供される共有デジタル地図につい

　て、広く行政事務において有効活用できるよう各種支援を行うため、また地理空間情報

　集約システムの効果的な活用の検討に対し三重県市町総合事務組合に交付金を交付する。

８．三重県消防救急無線デジタル化に関する支援事業

　　消防救急デジタル無線整備のうち、国及び県域において共通して使用する「共通波」

　に関しては、県域を１ブロックとして共同で整備したことから、本事業の実施主体であ

　る三重県市町総合事務組合の整備費用に係る起債償還に対して交付金を交付する。

９．地方４団体への助成事業　　　　

　　三重県市長会、三重県町村会、三重県市議会議長会、三重県町村議会議長会が市町村

　振興に資することを目的に行う事業に対して助成する。

　　・三重県市長会、三重県町村会　　各　300万円

　　・三重県市議会議長会、三重県町村議会議長会　　各　100万円
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10．美し国三重市町対抗駅伝に対する助成

　　市町間の交流及び一本化の促進による市町の振興と併せてスポーツに対する県民意識

　の高揚を目的に実施される「美し国三重市町対抗駅伝」運営費に係る経費の一部を「美

　し国三重市町対抗駅伝実行委員会」に対して助成する。

11．市町村交付金交付事業

　　新市町村振興宝くじ（ハロウィンジャンボ宝くじ）の収益配分金を県内各市町が実施

  する地方財政法第32条に規定する事業に対し、交付金として交付する。

12．災害対策関連事業

　　風水害、火災、地震、その他（津波、高潮等）の災害が発生した市町に対し、被災地

　域の円滑かつ早期の復旧を図るため財政支援を行う。

（１）災害復旧支援金の支給

　　　被災市町の災害復旧並びに被災者の救済及び復興を図るため、被災市町に対して支

　　援金を支給する。

（２）災害復旧支援金審査委員会の開催

　　　災害復旧支援金の支給について、必要に応じ専門的見地から審査委員会を開催し、

　　本事業の公平性、透明性を確保する。

13．地域づくり支援事業

　　地元学実践支援事業

　　　日常生活では気付かない地域の特色、資源、魅力などを再発見し、地域おこしの糸

　　口を見出すため、地域団体を実施主体として、派遣講師によるあるもの探しの地元学

　　事業を実施してきたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、地元学の概要

　　及び成果を各地域団体に周知するための講演会を開催する。

14．東京2020オリンピック聖火リレー交付金

　　オリンピック聖火リレーの実施に際し、三重県実施に係る経費に対して交付金を交付

　する。

15．市町村振興事業基金活用審査委員会の開催

　　本協会より交付する交付金等の適正化及び効率的な活用を図ることを目的に交付金等

　の審査を行う。　

16．市町に関する情報提供事業（市町要覧の発行）

　　三重県と共同して県内市町の主要な行財政関係、祭り・行事、名産・特産などの概要

　を取りまとめ関係機関へ配布する。（発行部数　1,400部）
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Ⅱ　管理・運営事業

　　協会の事業を管理・運営するために行う事業

１． 諸会議の開催

　　　協会の運営に関する事項について審議し、決定するため原則として次のとおり理事

　　会を開催する。

　　・令和３年 ５月　　　令和２年度事業報告及び収支決算等について

　　・令和３年 11月　　　令和４年度事業案の報告について

　　・令和４年 ２月　　　令和４年度事業計画及び収支予算等について

　　　定款に定められた評議員会に属する事項について審議し、決定するため原則として

　　次のとおり評議員会を開催する。

　　・令和３年 ５月　　　令和２年度事業報告及び収支決算等について

　　・令和３年 11月　　　令和４年度事業案の報告について

　　・令和４年 ２月　　　令和４年度事業計画及び収支予算等について

（３）監査の実施

　　・令和３年 ５月　　　令和２年度事業報告及び収支決算等について

（４）市町行政意見交換会

　　　市町が抱える行政課題の解決を図るとともに市町の連携強化を推進するため、市長

　　会及び町村会並びに本協会による意見交換会を実施する。

２．全国納付金支出事業

　　三重県から交付される本年度市町村振興事業基金交付金（サマージャンボ宝くじ収益

　金）の額の10％相当額を一般財団法人全国市町村振興協会へ会費として納付する。

　　納付された会費は、都道府県協会への資金貸付の原資として活用されるほか、総務省

　令に定めるソフト事業や公共事業に活用される。

３．広告宣伝事業

    サマージャンボ宝くじ及びハロウィンジャンボ宝くじの売上向上を図るため、多種

　多様な広告媒体による広告宣伝及び市町の協力を得て販売促進活動を実施する。

（１）理事会

（２）評議員会
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（単位：千円）

Ⅰ一般正味財産増減の部

１.経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 1 1 0 基本財産運用

基本財産受取利息 1 1 0

特定資産運用益 1,575 1,575 0 特定資産運用

特定資産受取利息 1,575 1,575 0

受取交付金 624,853 724,851 △ 99,998 宝くじ交付金

県ｻﾏｰｼﾞｬﾝﾎﾞ宝くじ交付金振替額 369,853 425,851 △ 55,998

県ﾊﾛｳｨﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ宝くじ交付金 255,000 299,000 △ 44,000

受取助成金 950 950 0 広告宣伝助成金等

全国協会広報活動助成金 750 750 0

全国市町村研修財団研修助成金 200 200 0

受取負担金 1,305 1,305 0
行政仲裁事業市町
負担金

市町負担金 1,305 1,305 0

事業収益 48,176 51,687 △ 3,511 長期貸付金利息

貸付金受取利息 48,176 51,687 △ 3,511

雑収益 10 10 0 会議負担金受入等

雑収益 10 10 0

経常収益計 676,870 780,379 △ 103,509

（２）経常費用

事業費 609,079 709,909 △ 100,830

旅費交通費 623 1,368 △ 745 各事業に係る旅費

消耗品費 163 100 63 法務関係書籍等

印刷製本費 500 500 0 市町要覧等印刷

賃借料 1,051 937 114
各事業に係る会場
費等

諸謝金 1,825 2,488 △ 663
各事業に係る報償
費等

人件費負担金 17,947 18,130 △ 183 人件費負担金

支払助成金 24,750 24,750 0
各事業に係る助成
金

科　　　　　目

収　支　予　算　書

令和３年４月１日から令和４年３月31日まで

備　考当年度 前年度 増　減
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科　　　　　目 備　考当年度 前年度 増　減

支払交付金 292,065 334,145 △ 42,080
サマージャンボ交
付金に係る各事業
交付金

市町交付金 255,000 299,000 △ 44,000
ハロウィンジャン
ボ交付金に係る市
町交付金

委託費 15,041 28,070 △ 13,029
各事業に係る事務
委託費

雑費 114 421 △ 307 会議諸費

管理費 67,791 70,470 △ 2,679

役員等報酬 910 910 0 役員報酬

会議費 558 392 166 役員会等諸費

旅費交通費 611 691 △ 80 役員、職員旅費

消耗品費 65 128 △ 63 事務消耗品費

印刷製本費 20 20 0 印刷諸費

光熱水料費 1,343 1,349 △ 6 光熱水料費

賃借料 3,836 3,836 0 事務室料等

諸謝金 20 20 0
登記に係る住民票
等証明書料

租税公課 150 150 0 法人税、印紙税

人件費負担金 3,510 6,313 △ 2,803 人件費負担金

支払負担金 1,158 1,051 107
事務経費負担、会
議参加費

全国協会納付金 49,000 49,000 0 全国納付金

支払手数料 10 10 0 振込手数料等

委託費 50 50 0 登記委託

広告宣伝費 6,500 6,500 0 宝くじ広告宣伝費

雑費 50 50 0 会議諸費

経常費用計 676,870 780,379 △ 103,509

当期経常増減額 0 0 0

２.経常外増減の部

（１）経常外収益

固定資産売却益

他会計からの繰入額

経常外収益計
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科　　　　　目 備　考当年度 前年度 増　減

（２）経常外費用

固定資産売却損

他会計への繰出額

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高 26,837 26,837 0

一般正味財産期末残高 26,837 26,837 0

Ⅱ指定正味財産増減の部

県ｻﾏｰｼﾞｬﾝﾎﾞ宝くじ交付金 490,000 490,000 0

一般正味財産への振替額 △ 369,853 △ 425,851 55,998

当期指定正味財産増減額 120,147 64,149 55,998

指定正味財産期首残高 15,942,000 15,868,000 74,000

指定正味財産期末残高 16,062,147 15,932,149 129,998

Ⅲ正味財産期末残高 16,088,984 15,958,986 129,998

 (１) 資金調達の見込み　　借入の予定なし

 (２) 設備投資の見込み　　設備投資の予定なし

資金調達及び設備投資の見込み

令和３年４月１日から令和４年３月31日まで
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付 属 資 料
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（１）事業別明細書
（単位：千円）

区 分 金 額

1 貸付事業 120 120 0 諸謝金 10
資金貸付審査委員
報償費

委託費 106
貸付システム保守
委託

雑費 4
資金貸付審査委員
会諸費

2 研修事業 65,570 79,681 △ 14,111 支払交付金 65,570
総合事務組合研修
交付金

3 全国研修財団研
修助成金

3,000 3,000 0 支払助成金 3,000
アカデミー受講助
成金

4 情報化推進事業 15,355 15,262 93 旅費交通費 183 研修会等旅費

賃借料 927 研修会場費等

委託費 14,245
外部専門家事業委
託費

5 法制支援事業 2,574 2,511 63 旅費交通費 131
行政仲裁弁護士等
旅費

消耗品費 113 法制関係図書費

賃借料 94
行政仲裁事業、研
修会会場費

諸謝金 1,542
行政仲裁委員等報
酬、研究会講師報償
等

委託費 690
法律相談、研修会
等委託費

雑費 4
行政仲裁委員会等
諸費

6 医師看護師確保
対策事業

100,380 100,380 0 旅費交通費 80 会議等旅費

支払助成金 250 市町交流会助成金

支払交付金 100,000 三重大学交付金

雑費 50 会議等諸費

7 共有デジタル地
図整備事業

52,252 52,626 △ 374 支払交付金 52,252 地図事業交付金

8 消防救急デジタ
ル無線支援交付金

65,243 65,243 0 支払交付金 65,243 共通波整備交付金

9 地方４団体への
助成金

8,000 8,000 0 支払助成金 8,000

市長会、町村会
各3,000千円
市議会議長会、
町村議会議長会
各1,000千円

10 美し国市町対
抗駅伝助成金

8,500 8,500 0 支払助成金 8,500
市町負担分に係る
助成金

11 市町村交付事
業

255,000 299,000 △ 44,000 市町交付金 255,000
ﾊﾛｳｨﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ宝くじ交付
金を市町に交付

中 科 目
説 明事　業 本 年 度 前 年 度 比 較
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（単位：千円）

区 分 金 額
中 科 目

説 明事　業 本 年 度 前 年 度 比 較

12 災害対策事業 5,030 5,030 0 旅費交通費 10 災害審査委員旅費

諸謝金 10
災害審査委員報償
費

支払助成金 5,000
災害復旧支援助成
金

雑費 10
災害審査委員会諸
費

13 地域づくり支
援事業

541 1,859 △ 1,318 旅費交通費 205
地元学実践支援事業
講師等旅費

消耗品費 50
地元学実践支援事業
図書費

賃借料 30
地元学実践支援事業
会場費等借上料

諸謝金 223
地元学実践支援事業
講師謝礼

雑費 33
地元学実践支援事業
諸費

14 東京2020オリ
ンピック聖火リ
レー交付金

9,000 50,000 △ 41,000 支払交付金 9,000 聖火リレー交付金

67 67 0 旅費交通費 14 委員旅費

諸謝金 40 委員報償費

雑費 13 委員会諸費

16 情報提供事業 500 500 0 印刷製本費 500 市町要覧印刷費

17 共通経費 17,947 18,130 △ 183
人件費負担
金

17,947 人件費負担金

計 609,079 709,909 △ 100,830

15 市町村振興事
業基金活用審査委
員会

11



（２）事業別明細書一覧

旅費交通費 消耗品費 印刷製本費 賃借料 諸謝金

1 貸付事業 10

2 研修事業

3 全国研修財団研修助成金

4 情報化推進事業 183 927

5 法制支援事業 131 113 94 1,542

6 医師看護師確保対策事業 80

7 共有デジタル地図整備事業

8
消防救急デジタル無線支援交
付金

9 地方４団体への助成金

10 美し国市町対抗駅伝助成金

11 市町村交付事業

12 災害対策事業 10 10

13 地域づくり支援事業 205 50 30 223

14
東京2020オリンピック聖火リ
レー交付金

15
市町村振興事業基金活用審査
委員会

14 40

16 情報提供事業 500

17 共通経費

623 163 500 1,051 1,825

事業名

事業費合計
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（単位：千円）

人件費負担金 支払助成金 支払交付金 市町交付金 委託費 雑費 合計

106 4 120

65,570 65,570

3,000 3,000

14,245 15,355

690 4 2,574

250 100,000 50 100,380

52,252 52,252

65,243 65,243

8,000 8,000

8,500 8,500

255,000 255,000

5,000 10 5,030

33 541

9,000 9,000

13 67

500

17,947 17,947

17,947 24,750 292,065 255,000 15,041 114 609,079
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（３）指定正味財産の増減額

(単位：千円）

項目 指定正味財産 うち長期貸付金
うち定期預金等

（基本財産含む。）

令和３年度期首 15,942,000 13,394,474 2,547,526

新規貸付金(4月） 0 1,500,000 △ 1,500,000

貸付償還額（元金） 0 △ 1,909,060 1,909,060

県ｻﾏｰｼﾞｬﾝﾎﾞ宝くじ交付金 490,000 490,000

一般正味財産への
振替額

△ 369,853 △ 369,853

令和３年度期末 16,062,147 12,985,414 3,076,733

前年度との比較 120,147 △ 409,060 529,207
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